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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
分離なしの方が、中心天体付近から圧力の変化が広がっている。(見ずらい)
両方ともｚ軸の極付近から圧力が急激に減少している。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
分離なしの方はｚ方向の境界での誤差が多きいが、分離すると比較的小さくなった。しかし、両方ともｚ軸境界付近で極から磁場が大きくなっている。
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